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住
み
良
い
地
域
を
作
る
た
め
に

は
、
そ
の
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
の
視

点
や
意
見
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
頃
、

皆
さ
ん
が
お
考
え
の
こ
と
（
福
祉
、子

育
て
、
ま
ち
づ
く
り
）
な
ど
市
長
と

気
軽
に
話
し
ま
せ
ん
か
。
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
に
は
、
随
時
開
催
と
定
例
開

催
が
あ
り
ま
す
。

随
時
開
催　

つ
ぎ
の
２
つ
が
あ
り
ま

す
。

①
団
体
か
ら
の
申
込
に
合
わ
せ
て
市

長
が
訪
問
（
応
募
型
）

②
市
か
ら
地
域
活
動
団
体
へ
市
長
訪

問
の
依
頼
（
呼
掛
け
型
） 

定
例
開
催　

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

た
日
時
、
場
所
に
皆
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
す
。

随
時
開
催

　

３
人
以
上
の
集
ま
り
へ
市
長
が
お

伺
い
し
ま
す
。

申
込　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル（info@

city.shinshiro.lg.jp

）
で
代
表

者
、
連
絡
先
、
開
催
希
望
日
、
団
体

名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

秘
書
人
事
課
で
日
程
調
整
し
ま
す
。

定
例
開
催

開
催
日
時
、
場
所

※
日
時
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

定
員　
５
人（
ま
た
は
団
体
）※
先
着
順

申
込　
不
要

そ
の
他　

制
限
時
間
は
１
人
（
１
団

体
）
20
分
で
す
。

トピックス

市役所１階
情報カフェ
市民センター
ほうらい
作手総合支所
会議室
市役所１階
情報カフェ
市民センター
ほうらい
作手総合支所
会議室

5 月 13 日㈪
13:30 ～ 15:30
7 月 22 日㈪
9:30 ～ 11:30

9 月 2 日㈪
9:30 ～ 11:30

11 月 5 日㈫
9:30 ～ 11:30

1 月 14 日㈫
13:30 ～ 15:30
3 月 6 日㈭
13:30 ～ 15:30

第
59
回 

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

問
合
せ  

新
城
市
観
光
協
会	

（
℡
29ｰ

０
８
２
９
）

　

戦
没
者
慰
霊
法
要
、
火
縄
銃
演
武
、

合
戦
行
列
、
和
太
鼓
演
舞
、
具
足
弓

演
武
、
観
光
物
産
展
、
鳥
居
強
右
衛

門
戦
国
街
道
ラ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
５
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

場
所　
長
篠
城
址

そ
の
他　

当
日
は
長
篠
城
址
周
辺
道

路
で
一
部
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
特
設
駐
車
場

（
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
ほ
う
ら
い
）
か

ら
の
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
や
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

作
手
古
城
ま
つ
り

問
合
せ  

観
光
課	

（
℡
23ｰ

７
６
１
３
）

　
火
縄
銃
演
武
、
和
太
鼓
演
舞
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

場
所　

亀
山
城
址
、

つ
く
で
手
作
り
村

芝
生
広
場

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

問
合
せ  

設
楽
原
歴
史
資
料
館	

（
℡
22ｰ

０
６
７
３
）

　

戦
没
者
慰
霊
法
要
、
武
者
行
列
、

火
縄
銃
演
武
、
和
太
鼓
・
ほ
ら
貝
演
舞

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
８
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

場
所　

信
玄
塚
、
設
楽
原
歴
史
資
料

館
、
馬
防
柵
周
辺

1
市
長
と
話
そ
う
！

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

問
合
せ  

秘
書
人
事
課

（
℡
23ｰ

７
６
２
３
）

７
８
０
１
４
９
０
４
０

ID

2
し
ん
し
ろ
戦
国
絵
巻
三
部
作
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募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
は
、
次
の

場
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所　

秘
書
人
事
課
人
事
係

（
４
階
）、市
役
所
総
合
案
内（
１
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
課
、
新
城
ま
ち
な

み
情
報
セ
ン
タ
ー
、
新
城
図
書
館

申
込
期
間　

♦
一
般
行
政
職
、
保
健
師

５
月
13
日
㈪
～
31
日
㈮

♦
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
、
消
防
職

６
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

受
付
場
所　
秘
書
人
事
課
人
事
係

そ
の
他　

受
験
資
格
な
ど
試
験
の
詳

細
は
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験

試
験
日

♦
一
般
行
政
職
、
保
健
師　

６
月
19
日
㈬
ま
た
は
20
日
㈭

♦
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
、
消
防
職

７
月
14
日
㈰

場
所　
市
役
所
４
階
会
議
室

内
容　

♦
一
般
行
政
職
、
保
健
師

自
己
Ｐ
Ｒ
試
験

♦
保
育
士・幼
稚
園
教
諭
、消
防
職

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
試
験
、作
文
試
験
、適
性
検
査

　

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

４
月
12
日
㈮
～
６
月
７
日
㈮

受
付
場
所　
市
民
病
院
総
務
企
画
課

そ
の
他　

受
験
資
格
な
ど
試
験
の

詳
細
は
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

第
一
次
試
験

試
験
日　
６
月
16
日
㈰

場
所　
新
城
市
民
病
院

内
容　

作
文
試
験
、
適
性
検
査
（
Ｓ

Ｋ
Ｋ
式
適
性
検
査
）

第
二
次
試
験

試
験
日　

♦
看
護
師
、
看
護
助
手　

７
月
１
日
㈪

♦
看
護
師
、
看
護
助
手
以
外

７
月
２
日
㈫

場
所　
新
城
市
民
病
院

内
容　
面
接
試
験

3
令
和
7
年
4
月
採
用

新
城
市
職
員
募
集

（
Ｂ
日
程
・
夏
実
施
試
験
）

問
合
せ  

秘
書
人
事
課

（
℡
23ｰ

7
6
1
9
）

７
９
４
１
５
８
１
８
４

ID

4
令
和
7
年
4
月
採
用

市
民
病
院
職
員
募
集

問
合
せ  

総
務
企
画
課

（
℡
23ｰ

7
8
5
2
）

８
３
１
１
２
１
０
８
０

ID

試験区分 募集職種 人数 受験資格（年齢・学歴・免許など）

大
卒
・
短
大
卒

一般行政職
（事務） ４人

程度

大学もしくは短大を卒業又は令和７年３月末まで
に卒業見込みの方 平成８年４月２日

以降に生まれた方一般行政職
（技師）

大学もしくは短大の土木課程を卒業又は令和７
年３月末までに卒業見込みの方

保育士・
幼稚園教諭

10人
程度

保育士及び幼稚園教諭の両方の資格・免許を有す
る方又は令和７年３月末までに取得見込みの方

平成８年４月２日
以降に生まれた方

保健師 ２人
程度

保健師の免許を有する方又は令和７年３月末
までに取得見込みの方

昭和５９年４月２日
以降に生まれた方

消防職 ６人
学歴・職歴不問
ただし、次の要件を満たしている方
①日本国籍を有すること
②身体強健で消防職の業務に耐えられること

平成６年４月２日
以降に生まれた方

職種 募集人数 受検資格

看護師 10 人程度
昭和 49 年 4 月 2 日以降に生まれ、看護師の免
許を有する方、又は令和 7 年 3 月に取得見込み
の方

看護助手 若干名 昭和 44 年 4 月 2 日以降に生まれの方

臨床検査技師 若干名 臨床検査技師の免許を有する方、または令和 7 年
３月に取得見込の方

社会福祉士 １人
昭和 49 年 4 月 2 日以降に生まれ、社会福祉士
の免許を有する方、または令和 7 年３月に取得見
込の方
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5
令
和
６
年
度

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
正

問
合
せ  

保
険
医
療
課

（
℡
23ｰ

７
６
２
5
）

９
５
２
９
６
８
６
１
９

ID

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
を
納
付
し
て
い
た

だ
き
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税

と
、
国
と
県
か
ら
の
交
付
金
を
基

に
、
病
気
や
け
が
、
出
産
、
死
亡
な

ど
の
場
合
に
保
険
給
付
を
行
う
相

互
扶
助
制
度
（
※
）
で
す
。

※
病
院
に
受
診
し
な
い
人
も
保
険

税
を
支
払
う
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

時
に
お
互
い
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と

国
保
税
の
内
訳

　

国
保
税
は
、
医
療
分
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
（
支
援
分
）、
介
護
納
付

金
分
（
介
護
分
）
の
３
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

♦
医
療
分
：
病
気
や
け
が
を
し
た
時

の
医
療
費
の
財
源

♦
支
援
分
：
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
支
え
る
た
め
の
財
源

♦
介
護
分
：
介
護
保
険
制
度
を
支
え

る
た
め
の
財
源
（
40
～
64
歳
の
被
保

険
者
の
み
）

　

さ
ら
に
、前
述
の
医
療
分
と
支
援
分
、

介
護
分
は
、
所
得
割
と
均
等
割
、
平
等

割
の
３
つ
の
計
算
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

♦
所
得
割
：
前
年
の
所
得
に
応
じ
た

計
算

♦
均
等
割
：
世
帯
の
国
保
加
入
者
人

数
に
応
じ
た
金
額

♦
平
等
割
：
１
世
帯
あ
た
り
の
金
額

令
和
６
年
度
の
税
率
を
改
正
し
ま
す

新
保
険
税
率
で
の
国
保
税
例

医療分

支援分

介護分

保険税率の改正内容
現行（令和５年度までの税率） 改正後（令和６年度の税率）

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分

所得割率 5.7% 2.1% 1.7% 6.3% 2.3% 1.8%

均等割額
（1人あたり） 25,800 円 9,400 円 10,000 円 25,800 円 9,400 円 10,000 円

平等割額
（１世帯あたり） 19,400 円 7,100 円 5,300 円 19,400 円 7,100 円 5,300 円

※均等割額、平等割額は据え置きます。

保険税シミュレーション 40 代の夫婦・給与収入 250万円（給与所得 167万円、基礎控除後の額 124万円）
現行（令和５年度までの税額） 改正後（令和６年度の税額）

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分　

所得割額 70,600 円 26,000 円 21,000 円 78,100 円 28,500 円 22,300 円

均等割額 51,600 円 18,800 円 20,000 円 51,600 円 18,800 円 20,000 円

平等割額 19,400 円 7,100 円 5,300 円 19,400 円 7,100 円 5,300 円

合計金額 239,800 円 251,100 円
※所得割額は、基礎控除後の額に所得割率を乗じて算出しています。
※税率改正による影響は、世帯の国保加入者人数や所得状況などによって異なります。
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税
率
改
正
の
理
由
は
？

■
医
療
費
の
増
加

　

医
療
の
高
度
化
や
被
保
険
者
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
、１
人
あ
た
り
の
医

療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。（
新

城
市
は
県
内
で
も
生
活
習
慣
病
の
保

持
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。）

■
国
保
の
財
政
運
営
が
大
変
厳
し
い

　

平
成
30
年
度
の
制
度
改
革
に
よ
り
、

市
町
村
単
位
か
ら
都
道
府
県
単
位
で

の
運
営
に
変
わ
り
、県
が
国
保
財
政
の

運
営
主
体
と
な
り
ま
し
た
。県
は
県
全

体
の
医
療
費
等
を
支
払
う
た
め
に
必

要
な
額
を
、市
町
村
か
ら
事
業
費
納
付

金
と
し
て
集
め
ま
す
。こ
の
事
業
費
納

付
金
を
納
め
る
た
め
に
市
町
村
は
、県

か
ら
示
さ
れ
た
標
準
保
険
税
率
を
参

考
に
保
険
税
率
を
決
定
し
て
県
に
事

業
費
納
付
金
を
納
め
ま
す
。

　

し
か
し
、新
城
市
の
国
保
財
政
は
国

保
税
収
の
減
少
や
医
療
費
の
増
加
に

よ
り
財
政
状
況
は
厳
し
く
な
り
、近
年

は
事
業
費
納
付
金
を
納
め
る
保
険
税

収
入
の
不
足
分
を
事
業
基
金
（
貯
金
）

の
補
填
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。こ

の
ま
ま
事
業
基
金
で
補
填
を
継
続
す

る
こ
と
は
難
し
く
、国
保
の
財
政
運
営

は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、将
来
的
に
も
持
続
可
能
な
制

度
と
す
る
た
め
、都
道
府
県
ご
と
の
保

険
税
水
準
の
統
一（
都
道
府
県
内
で
同

じ
所
得
水
準
、同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ

ば
同
じ
保
険
税
率
と
な
る
こ
と
）も
進

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、国
保
税
の
税
率

改
正
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
保
財
政
健
全
化
に
向
け
て①定期健診を受け、早期発見・早期治療につとめてください。

②１つの病気で複数の医療機関を受診するのは控えましょう。同じ検査や投薬
で身体に負担がかかります。
③ジェネリック医薬品を利用しましょう。先発医薬品に比べて薬剤費が抑えら
れます。
④緊急性のない時間外・休日夜間の受診は控えましょう。初診料や再診料が非
常に高額になります。

皆さんにお願いしたいこと

①特定健康診査の未受診者には受診勧奨を行い受診率の向上に努めています。
②健診結果についての説明や相談会をしていますので利用してください。
③保健指導対象者には、市の保健師が特定保健指導等を実施しています。
④栄養や運動について各種健康教室の実施をしています。
⑤皆さんが支払った医療費をお知らせしています。
⑥先発医薬品をジェネリック医薬品に替えた時の差額をお知らせしています。

新城市の取り組み380,000

370,000

360,000
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2,750,000
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3,000,000

R1

医療費の総額推移（新城市）

1人当たりの医療費（新城市）

R2 R3 R4

R1 R2 R3 R4

380,000

370,000

360,000

350,000

（千円）

（円）

2,700,000

2,750,000

2,800,000

2,850,000

2,900,000

2,950,000
2,953,452

358,503 359,598
364,791

378,915

2,864,835

2,819,851

2,852,447

3,000,000

R1

医療費の総額推移（新城市）

1人当たりの医療費（新城市）

R2 R3 R4

R1 R2 R3 R4
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6
令
和
６
年
度 

区
長
を
紹
介
し
ま
す

問
合
せ  

市
民
自
治
推
進
課

（
℡
23ｰ

７
６
９
７
）

新
城
地
区

東
新
町

権
田
康
之

西
新
町

坂
巻
克
彦

本
町

清
水
利
高

入
船

丸
山
哲
也

中
町

今
泉
克
英

栄
町

小
栗
健
次

橋
向

安
形
元
成

的
場

福
本
克
司

弁
天

沼
田　

宣

片
山

竹
下　

順

徳
定

林　

義
和

山

宮
本
晴
由

臼
子

熊
谷
則
之

今
出
平

鈴
川
松
男

諏
訪

今
泉
浩
一

杉
山

山
川
元
男

石
田

藤
原
栄
司

野
田

松
井
俊
一

中
市
場

伊
藤
俊
寿

大
野
田

菅
原
次
郎

稲
木

藤
田
秀
雄

豊
島

峯
野
秀
夫

川
田

古
瀬　

剛

川
田
原

佐
野
英
二

上
市
場
東
住
宅

杉
木
広
美

上
市
場
西
住
宅

近
藤　

武

平
井

柴
田
修
治

上
平
井

前
澤
貴
宏

矢
部

今
泉
富
一

富
沢

小
笠
原
伸
吉

富
永

竹
内
政
勝

大
宮

夏
目
菊
治
郎

牛
倉

梅
岡　

博

須
長

夏
目
茂
隆

浅
谷

滝
川　

肇

出
沢

鈴
木
正
敏

横
川

早
川
敏
文

大
海

林　

康
則

有
海

白
頭
康
弘

八
束
穂

伊
藤　

敬

竹
広

今
泉
孝
雄

川
路

髙
橋
建
一

緑
が
丘

小
椋
克
好

市
川

荒
川
博
明

塩
沢

鈴
木　

仁

鳥
原

廣
瀬
秀
雄

吉
川

樋
口
義
治

小
畑

伊
田
雅
美

中
宇
利

井
原
吉
福

富
岡
東
部

宮
部
憲
蔵

富
岡
中
部

尾
﨑
道
夫

富
岡
西
部

亀
山
兼
広

黒
田

浅
井
光
夫

庭
野

小
笠
原
正
博

一
鍬
田

中
西
忠
史

八
名
井

加
藤
剛
章

東
清
水
野

松
井
孝
宏

鳳
来
地
区

長
篠
西

原
田
隆
行

本
郷

内
金

安
藤
利
勝

富
保

鈴
木
邦
久

浅
畑

岡
村
英
弘

下
平

瀧
本
英
和

東
矢
田

入
谷
忠
司

寺
林

水
谷
元
幸

大
峠

樫
本
計
彦

引
地

伊
藤
直
樹

橋
平

丸
山
す
み
子

湯
谷

筒
井
宣
好

槙
原

夏
目
保
葊

ド
ウ
デ
イ

鈴
木
秀
夫

柿
平

齊
藤
美
史

玖
老
勢

森
下
啓
史

副
川

夏
目
重
樹

門
谷

下
田
雅
俊

布
里

太
田
福
一

只
持

遠
山
清
文

一
色

板
澤
幸
夫

塩
瀬

今
泉　

徹

島
田

近
藤
幸
八

源
氏

久
保
田
和
男

恩
原

原
田　

守

大
輪

小
泉
繁
好

湯
島

菅
沼
雅
之

海
老

金
澤
紘
司

四
谷

松
下　

誠

連
合

佐
々
木
一
栄

下
吉
田

藤
原
幹
雄

上
吉
田

内
藤
幹
生

竹
ノ
輪

田
中
宏
治

黄
柳
野

原
田
典
幸

蔵
平

上
野　

亨

小
川

菅
沼
伸
行

栗
衣

石
野
健
二

大
平

矢
田
昌
弘

本
久

伊
藤
剛
義

大
野

山
本
典
幸

井
代

林　

和
成

能
登
瀬

荻
野
智
多

名
越

平
松
芳
次

名
号

鈴
木　

実

睦
平

下
山　

修

細
川

鈴
木　

久

秋
葉
巣
山

桐
山　

功

七
郷
一
色

荻
野
計
吉

鳳
来
川
合

小
石
雅
宏

池
場

伊
藤　

満

作
手
地
区

守
義

松
井
富
穂

菅
沼

河
合
敎
司

木
和
田

齋
藤
恵
一

善
夫

西
岡
昌
利

黒
瀬

齊
藤
誠
仁

西
田
原

権
田
彰
啓

東
田
原

鈴
木
伸
勇

岩
波

天
野
勇
治

南
中
河
内

荻
野
利
孝

北
中
河
内

加
藤
博
之

明
和

鈴
木
育
夫

長
者
平

小
林
和
三

鴨
ケ
谷

加
藤
元
之

市
場

真
木
雅
宏

作
手
須
山

平
松
国
昭

北
畑

權
田
知
宏

野
郷

竹
下
健
二

作
手
川
合

神
谷
直
良

相
寺

小
田
敏
則

和
田

佐
宗
春
久

見
代

森
田
隆
弘

戸
津
呂

佐
宗
昭
宏

杉
平

森　

秀
春

赤
羽
根

黒
谷
克
志

小
林

岡
田　

均

東
高
松

笹
野
茂
樹

大
和
田

嶋
爲
兵
衞

田
代

夏
目
安
勝

（
敬
称
略
）


